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1. 背景

プログラマがプログラムを書くときには次のこと

が起こる．プログラマには，プログラムとして書き

たい処理が頭の中にある．しかし，プログラマに

は，書きたい処理をプログラムとしてどのように書

くか分からない．そこで，プログラマはリファレン

スを利用してその処理をするプログラムを探す．し

かしリファレンスを利用するときには，プログラマ

は調べる時間がかかる．

キーワードプログラミングを利用して上に書い

た問題を解決する取り組みが行われている[1,2,3].

2. 目的

本研究の目的は，この取り組みが行われていない

日本語プログラミング言語プロデル[4]を利用し

て，プログラマがリファレンスの閲覧無しにプログ

ラムを書けることにすることとする．

3. 日本語プログラミング言語「プロデル」

3.1. 変数

プロデルの変数は宣言，代入，参照を行うことが

できる.かつプロデルの変数は，型を明記しなくて

も宣言することができる．

3.2. メソッド

プロデルのメソッドは，定義と呼出しを行うこと

ができる．かつプロデルのメソッドは，仮引数の型

を明記しなくても定義をすることができる．図 3.1

にメソッドの定義の例を示す．

図 3.1 メソッドの定義の例

さらに，プロデルのメソッドは必ず動詞を含んでい

る．動詞は，メソッドの一番最後に書かれている．

図 3.1では“設定する”が動詞に当たる．

4. キーワードプログラミングとは

キーワードプログラミングとは，プログラマの入

力したキーワードから文法規則に合った文を生成す

る仕組みである．ここで今回の研究では，変数，動

詞，即値だけをキーワードとして扱う．かつ，生成

する文はメソッド呼出し文のみを生成することだけ

を目的とする．メソッド呼出し文の実引数には変

数，即値だけが書けるものとして扱う．

5. 先行研究

先行研究では，Javaを対象にキーワードプログラ

ミングの実装をした．ここで，生成される文はメソ

ッド呼出し文のみを扱う．

先行研究では，次の流れで実装した．まず，呼び

出し可能なメソッドの呼出し文を生成する．次に，

メソッド呼出し文中のキーワードの出現個数をスコ

アとして，スコアの降順に３つだけをプログラマに

提示した．ここで，呼び出し可能なメソッドを作成

するときには，次の条件を満たすメソッドを探す．

その条件とは，実引数として使えるキーワードの型

の組み合わせが仮引数の型の組み合わせを内包して

いるものである．

6. プロデルに先行研究の方法を実装したときの課

題

先行研究では，呼び出し可能なメソッドを探すた

めに，次のことが必要となる．それは，引数の型が

全て明記してあるかつ変数の型が全て明記してあ

る．しかしプロデルでは，3 章で説明したように，

変数の型が明記されていないことと引数の型が明記

されていないことがある．従って，先行研究のまま

では，プロデルに実装することができない．

7. 提案手法

提案手法では，次の手順を行う．

i. 対象とするソースコード上で呼出しができる

全てのメソッドの取得

ii. キーワードからメソッドの絞込み

iii. キーワードを使い絞り込んだメソッドの並び

替え

iv. 並替えをしたメソッドをプログラマに表示，

プログラマが呼び出すメソッドを選ぶ
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v. 呼び出すメソッドに実引数を割り当てる

vi. 割り当てたメソッドにスコアを付け，降順に

並べる

vii. 並替えをしたメソッドをプログラマに表示，

プログラマが補完するメソッドを選ぶ

また，この章では説明のため，メソッドの名前をメ

ソッド名，メソッドの仮引数の型を見出し情報と表

記する．

7.1. キーワードからメソッドの絞込み

ソースコード上で呼出しができる全てのメソッド

から次の条件を満たすものを脱落させる．

lキーワードが動詞のとき，メソッド名にキーワ

ードを含まないメソッド

lキーワードが変数でかつ変数の型が明記されて

いるとき，見出し情報にキーワードの型を

含まないメソッド

lキーワードが即値のとき、見出し情報にキーワ

ードの型を含まないメソッド

7.2. キーワードを使い絞り込んだメソッドの並替

え

絞り込んだ全てのメソッドにスコアを付けて，ス

コアの降順に並替えをする．ここでスコアの求め方

は次のようにする．

lキーワードが動詞のとき，キーワードをメソッ

ド名に含むものは+1

lキーワードが変数でかつ変数の型が明記されて

いるとき，見出し情報の中に変数と同じも

のがあれば+1，見出し情報の中に変数の型

のスーパークラスが１つでもあれば+0.5

lキーワードが即値のとき，見出し情報の中に即

値の型と同じものがあれば＋１，見出し情

報の中に即値の型のスーパークラスが１つ

でもあれば＋0.5

lキーワードが変数又は即値の個数と仮引数の個

数の差分点を引く

7.3. 並替えをしたメソッドをプログラマに表示,

プログラマが呼び出すメソッドを選ぶ

プログラマには，メソッド名，仮引数の名前，仮

引数の型を表示する．並び替え後のメソッドの表示

例を図 7.1に示す．

図 7.1 並び替え後のメソッド

図 7.1では，キーワードとして“「りんご，ばな

な，なし」”，“「，」”，“区切る”を与えたと

きにプログラマに表示されるメソッドである．図

7.1では5つのメソッドだけがプログラマに提示され

ている．

7.4. 呼び出すメソッドに実引数を割り当てる

呼び出すメソッドに，キーワード（変数，即値）

と参照可能な変数を実引数として割り当てる．この

とき，仮引数に型が指定されている場合，違う型を

もった実引数（変数又は即値）を割り当てない．

7.5. 割り当てたメソッドにスコアをつけ，スコア

の降順に並び替え

メソッド呼出しにスコアを付ける．ここでスコア

は，メソッド呼出し文中のキーワードの出現個数と

する．

7.6. 並替えをしたメソッド呼出し文をプログラマ

に表示

図 7.1で“【文字列:0】を【文字列:1】で区切

る”を選んだとき，プログラマに表示されるメソッ

ド呼出し文は図 7.2になる．

図 7.2 並替えをしたメソッド呼出し文

8. まとめ

本研究では，プログラミング言語の構文規則を忘

れても書けるようにすることを目的に，キーワード

プログラミングをプロデルに実装した．
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